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所属学会：　American Anthropological Association
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担当科目：
　　英語表現１(通年2単位、1クラス）
　　英語２（通年4単位、1クラス）
　　英語３（通年4単位、3クラス）

１、２年生では文法・語彙等の基礎力を養成し、３年生で
は「読む」「聞く」「書く」「話す」の４技能をバランスよく養
成する。どの学年も、英語が得意な学生の学習意欲をさ
らに高め、苦手な学生も苦痛なく取り組めるよう配慮した
い。

昨年度初稿を提出した、Handbook of the Anthropology
of Food, Chapter 6 の推敲等に取り組む。余裕があれ
ば、これまでの研究内容を整理し、日本語で発表するこ
とを検討する。

授業で担当する学生に関して、学生生活上何らかの問
題を抱えている可能性がある学生に留意し、担任と連携
して指導を行う。
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